
 
 

５月 31 日（金）～６月２日（日）、第 77 回呉市中学

校総合体育大会が行われました。雨天のため、順延し

た種目もありましたが、無事大会を終了しました。こ

の大会は、呉・賀茂地区大会の予選に位置付けられ、

広島県選手権大会、中国大会、そして全国大会へつな

がる重要な大会です。29 日（水）に行われた壮行式で

は、各部の代表者が大会に臨む決意を述べ、全校生徒と

教職員で激励し、大会に臨みました。 

各部とも持っている力を発揮しようと頑張ってくれま

した。試合ですから当然勝ち負けがあります。しかし、

結果だけが重要ではありません。試合に勝って自信をつ

けることも大切ですが、負けて何を学ぶかの方がはるかに重要です。優勝す

るのは１チームだけですから、残りはみんな負けるのです。試合に負けたり

思うように力を発揮できなかったりして、悔しい思いをしている選手もいる

と思いますが、なぜ負けたのかを振り返ってみて欲しいのです。 

肥前国第 9代平戸藩主、松浦氏の言葉に「勝ちに不思議の勝ちあり、負け

に不思議の負けなし」があります。これは「勝つときにはどうして勝ったの

か分からない不思議な勝ちがあるが、負けるときは負けにつながった原因が

必ずある。」という意味です。試合相手が勝手に自滅して勝つことはあって

も、負ける時には必ず自分自身に原因があるのです。だから、その原因をま

ずは明らかにして、その克服・解決に今後は取り組ん

でほしいと思っています。努力が報われるためには、

克服・解決に向かって、正しい方向で、正しい方法

で、正しい量の努力をすれば必ず成果として表れま

す。 

顧問の先生はヒントを与えてくれていますから、選

手一人一人がしっかり考えながら練習に取り組んで欲

しいと願っています。次の大会に向けて頑張れ！ 
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呉市中学校総合体育大会に出場しました 
～貴重な体験を今後につなげる～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呉市内の各小中学校では、交通安全の指導をしたり、朝の登校指導をしたりすることに

よって、児童生徒の交通事故防止に努めています。しかし、５月においては呉市立学校に

在籍する児童生徒が、歩行中や自転車乗用中に車両と接触する交通事故が４件報告されて

います。幸い、大事には至りませんでしたが、児童生徒自身の交通ルールの遵守はもちろ

んのこと、周囲の状況に注意して通行する必要があります。ご家庭におかれましても、次

の注意事項について御指導いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

「自らの交通ルールを遵守すること」 
○ 飛び出し禁止 
○ 信号を守る 
○ 横断歩道を渡る 

車が来ていないか･･･横断歩道を渡る前に左右から車がき
ていないか確認しましょう。 

車が止まった か･･･横断歩道を渡る前に車がきちんと止
まったか確認しましょう。 

横 断 中 も 車 を･･･横断歩道を渡っている間も左右から車が来ないか確認しま
しょう。 

 

「周囲の状況に注意して通行すること」 
○ 運転者から予測できない動き（急な進路変更等）をしない。 
○ 後方から車両（自動車・自転車）が近づいていないか注意する。 
○ 歩道や路側帯のないところを歩く場合は、原則、道路の右側に寄って通行する。 
○ 駐車車両や電柱があれば、一度立ち止まって安全確認をする。 
 

「自転車の安全利用について」（引用：自転車安全利用五則ほか） 
○ 原則、車道を通る。 
○ 交差点では信号と一時停止を守って、安全を確認する。 
○ 夜間はライトを点灯する。 
○「ながら運転をしない」（傘さし、スマートフォン、イヤホン

等の使用） 
○ ヘルメットを着用する【努力義務】 
※頭部を守り、被害を軽減することにつながる。 

交通事故に気を付けてください。 

野球部 一回戦 仁方中０－７阿賀中  女子バスケット部 一回戦 仁方中 30－32 川尻中 

サッカー部 一回戦 仁方中１－２広中央中  順位決定戦 仁方中０－１白岳中 

陸上部 男子 110ｍＨ 行成 洵（２位）、川口聖登（４位） 男子 1500ｍ 行成 洵（６位） 

２・３年女子 800ｍ 出本 莉（２位）、木村夢月（８位） 

１年女子 800ｍ 西中和奏（５位） ２年女子 100ｍ 山根莉緒（７位） 

女子 1500ｍ 出本 莉（５位） 

女子４×100ｍＲ 中谷友香・藤原奈々・山根莉緒・藤田梨友（７位） 

男子ソフトテニス部 団体戦２位、個人戦 北井・寺下組、安光・石井組（ベスト 24） 

剣道部 男子団体３位、男子個人戦 竹本一颯（５位）、竹本唯斗（12位）、辰本知優（16 位） 

女子団体４位、女子個人戦 後藤優明（５位） 

 



 


